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１．小規模ICT施工化に向けた製品
杭ナビ LN-150



機動力を向上させた杭ナビ
サクサク作業が進む!

●自動整準で簡単設置
●スマホやタブレット端末で簡単操作
●超高速レスポンスで杭打ち（墨出し）
●高低差のある現場でも活躍
●多彩な現場アプリケーションに対応

Layout Navigator

杭ナビ LN-150

TOPCONによる小規模ICT施工化に向けた製品

大好評の



杭ナビ LN-150 特徴（動画で紹介）

自動整準機能、高速レスポンス、LN-150接続可能アプリの充実



２-１．小規模ICT施工化に向けた製品
ショベルマシンガイダンス



杭ナビショベル

2021年2月より市場投入

※国土交通省 ICT普及促進WG（第３回）資料より引用



杭ナビショベル 標準仕様構成・接続図

重機のエンジンキーをONにするとシス
テムの電源が入る仕組み

標準タイプ



特徴 見易いインターフェース



縦断表示で高さの差を鉛直方向で表示

設計との差を「高さ」で計算・表示

縦断表示で厚さの差を設計面に対して垂直に表示

設計との差を「厚さ」で計算・表示

高さ管理（Vチェック無し）

特徴 法面からの離れ（厚み）表示

厚さ管理（Vチェック有り）

法面の延⾧線上も表示。切り出し位置の施工に有効!法面の延⾧線上も表示。切り出し位置の施工に有効!



特徴 設計・縦断・横断・3Dの画面表示

画面は最大で4分割して使用することが可能
施工範囲内ならどこでも設計データとの高さの差を画面と数字で表示します

画面は最大で4分割して使用することが可能
施工範囲内ならどこでも設計データとの高さの差を画面と数字で表示します



管路掘削工事管路掘削工事 山間部工事山間部工事 (屋内)建築工事(屋内)建築工事都市部工事都市部工事

排土板で均す 高さ確認

4mm低い

OK

目標高さになるようにバケットで高さ確認を行いながら砕石の撒き出し・整正

小規模工事現場のイメージ



２-2．小規模ICT施工化に向けた製品
ショベルマシンガイダンス
【スイングオプション仕様】
近日対応 予定



杭ナビショベル スイングオプション仕様

管路掘削工事管路掘削工事

通常の油圧ショベル
スイングブーム無し

スイングブーム有りの車両

バケットが溝に
平行にならない

バケットが溝に平行にでき
壁際の溝を平行に掘削可能。

車体を右旋回
スイングブームを左旋回



杭ナビショベル スイングオプション仕様

BODY BOOM ARM

BUCKETSWING



SWING

スイングブーム 分岐タイプ

スイングブーム 直列タイプIMUセンサー

杭ナビショベル スイングオプション仕様

3D-MC Excavator 
Ver. 15.1.7.29



スイングオプション仕様 接続図

スイングブーム 直列タイプ

TS-i4センサー x1
CANケーブル x1

スイングブーム 分岐タイプ

TS-i4センサー x1
CANケーブルx2
CAN分岐（オス-オス-オス） x1
ダストキャップ x1



スイングオプション仕様 作業フロー図



杭ナビショベル スイングオプション仕様（動画で紹介）



３．小規模ICT施工化に向けた製品
マシンコントロール
近日対応 予定



マシンコントロールの対応について（今までは!）動画で紹介



杭ナビのマシンコントロールの対応 動画で紹介



3D-MC Ver. 13以上

GX-55 モニター
LN-150

杭ナビのマシンコントロールの対応



小規模現場向きマシンコントロールの例

※上記画像についてはコマツ様 D21ブルドーザーとなります。

日立建機 ZX35U PATブレード

コマツ D27ブルドーザー

日立建機 ZX40U PATブレード

360度 全旋回対応360度 全旋回対応



メリット

１．自動追尾TS機材部分がLN-150に替わることによりシステム全体の

導入費用が安価になる。

※杭ナビLN-150を既に所有している方

MC対応用に有償アップグレードすることで、マシンコントロールの

制御用としても使用ができるようになる。

※GX-55仕様のブルドーザマシンコントロールを既に所有してる方

GX-55のファームウェアをVer.13以上にアップすることで、

MC機材側はLN-150を制御用として使用できるようになる。

２．機材自体が軽量且つ付随する機材も少ない為、持ち運びも含め

楽になる。



デメリット

１．自動追尾TSと違い、130m距離の制限がある。（杭ナビの仕様）

２．杭ナビは対象物を覗く望遠鏡がない為、LN-150側から視準ができない。

※プリズムサーチ機能を使用するか、ガイドライトを頼りに追尾させる。

プリズムサーチ機能
TSがプリズムをロストした際に任意
方向(重機方向)にTSを振り向かせ
る機能 左右 OK

ガイドライト機能



追加説明 プリズムサーチ機能

1. TSを振り向かせたい位置で
画面を長押しする

2. ポップアップメニューが出てき
たら、【プリズムのサーチ】を
タップして、TSを振り向かせる

自動追尾TSがプリズムをロスト
したまま重機が走行すると、
3D-MC画面上のドーザーが
表示されている場所に実際の
重機がいない場合があります。
そのことを考慮に入れ重機が
いるであろう場所を想定して
その場所のところの画面を⾧押
しする。

プリズムサーチ機能
TSがプリズムをロストした際に任意
方向(重機方向)にTSを振り向かせ
る機能



ご清聴ありがとうございました




